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第 1 章

新機能および変更された機能

•新機能および変更された機能に関する情報（1ページ）

新機能および変更された機能に関する情報
次の表は、この最新リリースまでのガイドでの主な変更点の概要を示したものです。ただし、

今リリースまでのガイドにおける変更点や新機能の一部は表に記載されていません。
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表 1 :『Cisco ACI Virtual Podスタートアップガイド』での新機能と変更された動作

参照先説明機能Cisco APICのリリース
バージョン

•このマニュアル

• Cisco ACI Virtual
Podリリースノー
ト

• Cisco ACI Virtual
Podインストール
ガイド

Cisco ACI vPodは、ベ
アメタルクラウドや

その他のリモートロ

ケーションに Cisco
ACIファブリックを拡
張できるようにする、

ソフトウェアのみのソ

リューションです。

Cisco ACI vPodによ
り、物理リーフがない

場所で Cisco ACI
Virtual Edgeを使用で
きるようになります。

ESXiハイパーバイザ
を実行できるサーバが

少なくとも 2台存在す
る場所に、Cisco ACI
vPodと、そのコン
ポーネントである仮想

スパイン（vSpine）、
仮想リーフ

（vLeaf）、および
Cisco ACI Virtual Edge
を展開できます。

Cisco Application
Centric Infrastructure
(ACI)仮想ポッド
(vPod)。

Cisco ACI vPodは、
Cisco APICリリース
4.0(2)で一般に利用可
能です。

4.0(2)以降のバージョ
ン
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第 2 章

Cisco ACI vPodの概要

• About Cisco ACI vPod（3ページ）
• Cisco ACI vPodのアーキテクチャ（4ページ）
• Cisco ACI vPodのライセンス（6ページ）
•マルチポッド環境での Cisco ACI vPod（7ページ）

About Cisco ACI vPod
インフラストラクチャの要求、柔軟性、コスト削減を達成するために、ハイブリッドデータセ

ンターモデルを採用する組織が増えてきています。こうした組織では、仮想プライベートク

ラウドやその他の社内 ITリソースを含めたさまざまなテクノロジーを、リモートロケーショ
ンと組み合わせて利用しています。リモートロケーションには、ホステッドデータセンター、

サテライトデータセンター、マルチクラウド環境などがあります。

しかし、ハイブリッドを導入するためには、ロケーションに関係なく、ワークロードの一貫し

た管理とポリシーが必要になります。また、ディザスタリカバリのサポートや、データセン

ター間で負荷を軽減するための機能も必要です。その一方で、互換性のあるハードウェアや、

新しい機器を追加するためのスペースが不足している組織もあります。

Cisco Application Centric Infrastructure (ACI)仮想ポッド (vPod)を導入すれば、こうした課題を克
服して、Cisco ACIのファブリックを仮想的にさまざまなリモートロケーションに拡張するこ
とができます。

Cisco ACI vPodとは

Cisco ACI vPodは、Cisco APICリリース 4.0(2)で一般に利用できるように導入されました。こ
れはソフトウェアのみのソリューションであり、VMware ESXiハイパーバイザを実行できる
サーバが少なくとも 2台存在する場所に展開することができます。Cisco ACI vPodと、そのコ
ンポーネントである仮想スパイン（vSpine）、仮想リーフ（vLeaf）、および Cisco ACI Virtual
Edgeは、ESXiハイパーバイザ上で実行されます。

Cisco ACI vPodにより、物理リーフがない場所で Cisco ACI Virtual Edgeを使用できるようにな
ります。オンプレミスデータセンターの場合と同様に、リモートロケーションにある各Cisco
ACI vPodで Cisco ACI Virtual Edgeのインスタンスを最大 8個使用できます。

Cisco ACI Virtual Podリリース 4.0(2)スタートアップガイド
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CiscoACI vPodは、物理ポッド、オンプレミスポッド、またはマルチポッドとポッド間ネット
ワーク経由で通信します。物理ポッドまたはマルチポッド、ポッド間ネットワーク（IPN）接
続、および Cisco ACI vPodの設定は、Cisco Application Policy Infrastructure Controller（APIC）
で行うことができます。Cisco ACI vPodのコンポーネントの展開には、Cisco ACI vCenterプラ
グイン、スクリプト、または PowerCLIを使用できます。

Cisco ACI vPod利点

Cisco ACI vPodをインストールした後は、Cisco APICと組み合わせて使用することで、リモー
トロケーションに Cisco ACIファブリックポリシーを適用することができます。

Cisco APICにより、オンプレミスデータセンターとリモートロケーションに、ワークロード
の一元管理機能が提供されます。オンプレミスとリモートの両方のロケーションで、ポリシー

を簡単かつ一貫して適用することができます。

Cisco ACI vPodソリューションがもたらす柔軟性、拡張性、一元管理により、次のような使用
事例のシナリオを活用できるようになります。

• Cisco ACIファブリックをベアメタルクラウドに拡張する

• Cisco ACIファブリックをブラウンフィールドの展開に拡張する

• Cisco ACIファブリックをコロケーションデータセンターに拡張する

•シスコ以外のハードウェアから Cisco ACIファブリックにワークロードを移行する

詳細情報の入手先

詳細については、Cisco.comで『Cisco ACI Virtual Pod Release Notes』を参照してください。

Cisco ACI vPodのアーキテクチャ
Cisco Application Centric Infrastructure (ACI)仮想ポッド (vPod)により、マルチポッドのアーキテ
クチャが仮想インフラストラクチャに拡張されます。仮想インフラストラクチャは、仮想スパ

イン（vSpine）、仮想リーフ（vLeaf）、および 1～ 32個の Cisco ACI Virtual Edgeのインスタ
ンスで構成されます。これらの要素は、リモートサイトの VMware ESXiハイパーバイザに展
開されます。

vSpineと Cisco ACI Virtual Edgeは、ポッド間ネットワーク（IPN）を介してオンプレミスデー
タセンターに論理的に接続します。オンプレミスデータセンター内の Cisco Application Policy
Infrastructure Controller（APIC）クラスタは、Cisco ACI vPodでポリシーを検出し、設定し、拡
張します。

Cisco ACI Virtual Podリリース 4.0(2)スタートアップガイド
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図 1 : Cisco ACI vPodリモートサイトの

Cisco ACI vPodには次の要素が含まれています。

•仮想スパイン（vSpine）と仮想リーフ（vLeaf）：vSpineと vLeafはCisco ACI vPod内の個
別の仮想マシン（VM）です。これらは物理スパインおよび物理リーフの機能をエミュレー
トします。vSpineと Cisco ACI Virtual Edgeは、ポッド間ネットワーク（IPN）を介してオ
ンプレミスデータセンターに論理的に接続します。

vSpineと vLeafは、Cisco ACI vPodで VM内部のサービスとして機能し、コントロールプ
レーンの管理を処理します。これらは Cisco ACI vPodのインストールパッケージに含ま
れています。

• vSpine：オンプレミススパインおよびvPodコントロールプレーンへのBorderGateway
Protocol（BGP）イーサネット VPN（EVPN）接続を確立します。

• vLeaf：Cisco Application Policy Infrastructure Controller（APIC）で作成されたポリシー
を Cisco ACI Virtual Edgeに配布します。

• Cisco ACI Virtual Edge：Insieme VXLAN（iVXLAN）トンネルを介して、 Cisco ACI物理
ファブリック内のスパインや境界リーブに接続します。また、リモートサイトでの内部通

信にも iVXLANを使用します。Cisco ACI Virtual Edgeは、パケットの転送、ポリシーの適
用、およびすべてのデータプレーンの管理を処理します。データプレーンの iVXLANオー
バーレイテクノロジーは、エンドポイントの場所に関係なく、エンドポイント間でレイヤ

2およびレイヤ 3の接続サービスを提供します。

Cisco ACI Virtual Podリリース 4.0(2)スタートアップガイド
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仮想ポッドに参加している VMware ESXiハイパーバイザホストごとに Cisco ACI Virtual
Edgeを1つずつ展開でき、仮想ポッド全体にわたる分散データプレーンを作成できます。
ホストごとに 1つずつ、最大 32個の Cisco ACI Virtual Edge仮想リーフを Cisco ACI vPod
に作成できます。

CiscoACIVirtual Edgeは、高速のパケット処理フレームワークであるData PlaneDevelopment
Kit（DPDK）を使用して、ユーザ空間で高性能な転送を実現します。

図 2 : Cisco ACI vPodのコンポーネント

1つのCiscoACIに複数の物理ポッドと複数の仮想ポッドを含めることができます。1つのCisco
APICがファブリック全体を管理します。テナント構成（仮想ルーティングおよび転送（VRF）、
ブリッジドメイン、エンドポイントグループ（EPG）を含む）をすべてのポッドにわたって
利用できます。

Cisco ACI vPodのライセンス
Cisco.comで次の 2つの Cisco Application Centric Infrastructure (ACI)仮想ポッド (vPod)用ライセ
ンスを取得します。

•管理クラスタ：Cisco ACI vPodごとに 1つのライセンスが必要です。

管理クラスタのライセンスは、冗長な仮想スパイン（vSpine）と仮想リーフ（vLeaf）仮想
マシン（VM）のペアとして供与されます。クラスタにより、Cisco ACIの管理とコント
ロールプレーンの機能が提供されます。また、Cisco ACI vPodの内部で個々の Cisco
Application Centric Infrastructure Virtual Edgeのプログラムも提供されます。

1つの Cisco ACI vPod管理クラスタライセンスには、冗長な vSpineと vLeafが含まれ、
VMは合計で 4つになります。

Cisco ACI Virtual Podリリース 4.0(2)スタートアップガイド
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管理クラスタの使用には VMware ESXi 6.0以降が必要です。（注）

• Cisco ACI Virtual Edge：Cisco ACI Virtual Edgeのインスタンスごとに 1つずつライセンス
が必要です。Cisco ACI vPodごとに最大 32個のインスタンスを設定できます。

Cisco ACI Virtual Edgeのライセンスは、Cisco ACI vPodの一部となっている場合に、vPod
モードで供与され、各ワークロードサーバで動作する VMとして供与されます。これに
より、データプレーンとポリシー適用の機能が提供されます（Cisco ACI Virtual Edgeは、
物理リーフにインストールされている場合はライセンスが供与されません。この場合は

Cisco ACI vPodの展開の外部で機能します）。

ワークロードの使用には VMware ESXi 6.0以降が必要です。（注）

マルチポッド環境での Cisco ACI vPod
CiscoApplication Centric Infrastructure (ACI)仮想ポッド (vPod)は、マルチポッドのCiscoACIファ
ブリックと一緒に使用できます。Cisco ACI vPodを追加する前に、オンプレミスデータセン
ター内の物理ポッドへのポッド間ネットワーク（IPN）接続を設定する必要があります。

マルチポッド環境では、隔離されたコントロールプレーンプロトコルを持つ複数のポッドで

構成された、より障害耐性の高いファブリックを使用できます。また、リーフスイッチとスパ

インスイッチ間のフルメッシュケーブル配線にも柔軟性があります。

マルチコード環境の詳細については、Cisco.comの次のマニュアルを参照してください。

•『Cisco Application Centric Infrastructure Fundamentals』

•『Cisco Layer 3 Network Configuration Guide』

•『Cisco APIC NX-OS Style Command-Line Interface Configuration Guide』

マルチポッドでサポートされていない機能については、『CiscoACIVirtual EdgeReleaseNotes』
で Cisco Application Centric Infrastructure Virtual Edgeについての情報を参照してください。

Cisco ACI Virtual Podリリース 4.0(2)スタートアップガイド
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第 3 章

Cisco ACI vPodのインストールと使用のた
めの準備

Cisco Application Centric Infrastructure (ACI)仮想ポッド (vPod)をインストールして使用する前
に、すべての前提条件と要件が満たされていることを確認し、この章で説明しているすべての

ガイドラインに従ってください。

• Cisco ACI vPodのインストールと使用のための前提条件、要件、およびガイドライン（
9ページ）

CiscoACIvPodのインストールと使用のための前提条件、
要件、およびガイドライン

Cisco Application Centric Infrastructure (ACI)仮想ポッド (vPod)をインストールして使用する前
に、いくつかの要件を満たす必要があります。これには次が含まれます。

• Cisco ACIファブリックを準備すること

•拡張性要件を満たすこと

•ハードウェアの要件を満たすこと

•ソフトウェアの要件を満たすこと

このセクションでは、Cisco ACI vPodのインストールに必要な前提条件の概要を示します。

Cisco ACIファブリックの準備
Cisco Application Centric Infrastructure (ACI)仮想ポッド (vPod)をインストールして使用する前
に、Cisco ACIファブリックを正しく設定する必要があります。このセクションでは、必要な
設定タスクを示します。

• Cisco APICを設定します。

Cisco ACI Virtual Podリリース 4.0(2)スタートアップガイド
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Cisco APICを初めて設定するときの手順については、Cisco.comの『Cisco APIC Getting
Started Guide』および『Cisco APIC Basic Configuration Guide』を参照してください。

• Cisco ACI物理ポッドまたはマルチポッドを少なくとも 1つセットアップします。

『Cisco ACI Layer 3 Network ConfigurationGuide』の手順に従います。Cisco ACIファブリッ
クを新規に準備する方法について、次の Cisco Liveセッションを確認します。
https://www.ciscolive.com/global/on-demand-library/?search=paggen#/

•ポッド間ネットワーク（IPN）デバイスに、物理ポッドと、Cisco ACI vPodトンネルエン
ドポイント（TEP）プールのゲートウェイを物理的に接続します。

•スパインスイッチに接続しているインターフェイスで、正しい IPアドレスを使用して IPN
デバイスを設定します。

•物理オンプレミスデータセンターをCisco ACI vPodに接続できるように、IPNで次の機能
がサポートされていることを確認します。

• DHCPリレーのサポート：Cisco ACIファブリックデバイスの自動プロビジョニング
はDHCPリレーのサポートによって異なります。これにより、Cisco ACI vPodのコン
ポーネントが Cisco ACIファブリックに自動的に参加できるようになり、Cisco ACI
vPodを物理ポッド、マルチポッド、またはリモートリーフであるかのように扱うこ
とができます。

• OSPFのサポート：Open Shortest Path First（OSPF）v2は、 IPNデバイスに接続して
いる物理スパインインターフェイスでサポートされるルーティングプロトコルです。

MTUの増加のサポート：IPNは、物理および仮想ポッド間の VXLANデータプラン
トラフィックに対応できるだけの十分な最大伝送ユニット（MTU）をサポートする必
要があります。IPNで必要になるMTUは、追加の VXLANヘッダーに対応できるよ
うに、ファブリック内部のエンドポイントで使用される最大フレームサイズよりも

50バイト大きくする必要があります。

• Cisco APICに割り当てられた Cisco APICクラスタ外部 IPアドレスに DHCP要求を送信す
るために、Cisco ACI vPodルータでDHCPリレーを有効にします。DHCPでは、設定され
た TEPプールからの IPアドレスを新しい vSpineおよび vLeafに割り当てることを要求し
ます。

CiscoAPICからCiscoAPICに割り当てられた外部 IPアドレスは、
コマンド acidic avreadから、または物理ポッドスパインスイッ
チからコマンド を使用して、確認することができます。

（注）
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https://www.cisco.com/c/en/us/support/cloud-systems-management/application-policy-infrastructure-controller-apic/tsd-products-support-series-home.html
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拡張性要件

Cisco Application Centric Infrastructure (ACI)仮想ポッド (vPod)は Cisco ACIファブリックの一部
であり、単一の Cisco Application Policy Infrastructure Controller（APIC）コントローラによって
管理されます。拡張性に関する次の制限に従ってください。

最大数コンポーネント

6Cisco ACI vPod

Cisco ACI vPodあたり 32 Cisco ACI vPodCisco ACI Virtual Edge

256Cisco ACI vPodごとの EPG Cisco ACI vPod

864すべてのCiscoACIvPodインスタンスにわたっ
て展開される EPG

15,000物理および仮想ポッド全体にわたって展開さ

れる EPG

拡張性に関する最新情報や、前の表に記載されていない他の拡張性パラメータの詳細について

は、『Cisco ACI vPod Release Notes』および『Verified Scalability Guide for Cisco APIC』を参照し
てください。

（注）

ハードウェア要件

Cisco Application Centric Infrastructure (ACI)仮想ポッド (vPod)のコンポーネントは、ポッド間
ネットワーク（IPN）を介して既存のCiscoACIファブリックネットワークに接続します。Cisco
ACIvPodは、物理および仮想ポッド全体にわたるブロードキャスト、Unknownユニキャスト、
およびマルチキャスト（BUM）トラフィックに、ヘッドエンドレプリケーションを使用しま
す。こうすることで IPNの要件が軽減され、Cisco ACI vPodをさらに企業のバックボーンや
WANにまで拡張できるようになります。

BUMトラフィックにヘッドエンドレプリケーションを使用するには、IPNに接続する Cisco
ACIファブリックで第二世代の物理スパインを使用する必要があります。CiscoAPICリリース
4.0(1)の Cisco ACI vPodをサポートしている物理スパインスイッチを次の表に示します。

サポート対象ハードウェアスイッチタイプ

• N9364C

• N9332C

固定スパインスイッチ

Cisco ACI Virtual Podリリース 4.0(2)スタートアップガイド
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サポート対象ハードウェアスイッチタイプ

次のラインカードでサポートされます。

• N9732C-EX

• N9732C-FX

• N9736C-FX

モジュラスイッチ

CiscoACIvPodをサポートしていない第一世代スパインスイッチを、第二世代スパインスイッ
チが含まれている Cisco ACIファブリックの一部にすることができます。ただし、Cisco ACI
vPodをサポートするため、必ず第二世代スパインスイッチからのみ IPNに接続してください。

ソフトウェア要件

このセクションに記載している、ソフトウェアに関連するCiscoApplicationCentric Infrastructure
(ACI)仮想ポッド (vPod)の要件を満たしていることを確認してください。

説明コンポーネント

Cisco ACI vPodは、Cisco APIC 4.0(1)以降のリ
リースでサポートされています。

Cisco APIC

•バージョン：CiscoACIVirtual Edgeリリー
ス 2.0(1a)以降。

•ハイパーバイザの要件：ESXi 6.0以降。

•仮想マシン（VM）リソース：2個の
vCPU、4 GBの RAM、および 24 GBのス
トレージ。

Cisco ACI Virtual Edge

Cisco ACI vPodは、VMware vCenterサーバの
リリース 6.0以降との互換性があります。

VMware vCenter

Cisco ACI vPodは、VMware ESXiハイパーバ
イザのリリース6.0以降を使用して、リモート
サイトで Cisco APICの仮想インフラストラク
チャとしてサポートされます。

ESXiサーバで、Network Time
Protocol（NTP）サーバと時間が同
期されていることを確認します。こ

れにより、VMの検出が保証されま
す。

（注）

VMware vSphereベアメタルサーバ

Cisco ACI Virtual Podリリース 4.0(2)スタートアップガイド
12

Cisco ACI vPodのインストールと使用のための準備

ソフトウェア要件



説明コンポーネント

•ハイパーバイザの要件：ESXi 6.0以降。

•仮想マシン（VM）リソース：2個の
vCPU、8 GBの RAM、および 100 GBの
ストレージ。

仮想スパイン（vSpine）

•ハイパーバイザの要件：ESXi 6.0以降。

•仮想マシン（VM）リソース：2個の
vCPU、8 GBの RAM、および 100 GBの
ストレージ。

仮想リーフ（vLeaf）

使用可能な最新のバージョン。Cisco ACI vCenterプラグイン

Cisco ACI vPod展開の推奨事項
Cisco Application Centric Infrastructure (ACI)仮想ポッド (vPod)とそのコンポーネントの展開を計
画する際は、このセクションの推奨事項に従うことをお勧めします。

• vSpineと vLeafの展開：vSpineと vLeafをペアで展開します。vSpineと vLeafをペアで展
開すると、両方のコンポーネントでアクティブ-アクティブの冗長性が提供されます。各
ペアを 2つの別々のホストに展開し、各ホストで vSpineを 1つ、vLeafを 1つ展開しま
す。展開の際は、展開ツールを使用して、両方の vSpineと両方の vLeafが同じホストに存
在するのを防ぐことができます。vSpineと vLeafの各ペアを個別のホストに維持すること
で、物理ホストに障害が発生しても Cisco ACI vPodの運用を継続できます。

VSpinesおよび vLeafsは、Cisco ACI Virtual Edgeをホストしない専用の管理 VMwareクラ
スタまたはCisco ACI vPodをトランスポートとして使用するVMに展開することをお勧め
します。

Cisco ACI Virtual Podリリース 4.0(2)スタートアップガイド
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第 4 章

Cisco ACI vPodの次の手順

• Cisco ACI vPodの次の手順（15ページ）

Cisco ACI vPodの次の手順
要件を読んで把握したら、Cisco Application Centric Infrastructure (ACI)仮想ポッド (vPod)をイン
ストールできます。このセクションでは、インストールプロセスの大まかな概要を示します。

また、手順や詳細情報を参照できる『CiscoACIVirtual Pod InstallationGuide』やその他のリソー
スへのリンクを紹介します。

1. Cisco APICと VMware vCenterのタスクを含む、すべての前提条件を満たします。

このガイドのセクション「Cisco ACI vPodのインストールと使用のための準備（9ペー
ジ）」、および『 Cisco ACI Virtual Pod Installation Guide』のセクション「Prerequisites for
Installing Cisco ACI vPod」を参照してください。

2. CiscoAPICを使用して、ポッド間ネットワーク（IPN）経由でリモートサイトのCiscoACI
vPodと通信するための物理ポッドをオンプレミスデータセンターに準備します。

この準備では、トンネルエンドポイント（TEP）を定義し、Border Gateway Protocol
（BGP）、レイヤ 3外部接続、および Open Shortest Path First（OSPF）を設定します。ま
た、対象の物理ポッド、またはマルチポッド設定のすべての物理ポッドで、外部TEPプー
ルを設定していることを確認します。

『Cisco ACI Virtual Pod Installation Guide』のセクション「Preparing the Physical Pod IPN
Connectivity」および「ConfiguringRoutable Subnets for Physical Pods」を参照してください。.

3. Cisco APICを使用して、Cisco ACI Virtual Edge VMMドメインを作成します。

『 Cisco ACI Virtual Pod Installation Guide』で、インストールの章のセクション「vCenter
Domain, Interface, and Switch Profile Creation」を参照してください。.

4. Cisco APICを使用して、Cisco ACI vPodを追加します。

このタスクでは、仮想スパイン（vSpine）および仮想リーフ（vLeaf）仮想マシン（VM）
を定義します。Cisco ACI vPodを展開するノードごとに、vSpine VMを 1つ、vLeaf VMを
1つ定義します。

Cisco ACI Virtual Podリリース 4.0(2)スタートアップガイド
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『Cisco ACI Virtual Pod Installation Guide』のセクション「Adding the Cisco ACI vPod」を参
照してください。.

5. Cisco.comから Cisco ACI vPodおよび Cisco ACI Virtual Edgeの OVFファイルをダウンロー
ドし、それらを VMware vCenterコンテンツライブラリにアップロードします。

Cisco ACI vPodの OVFファイルには vSpineと vLeafが含まれています。Cisco ACI Virtual
Edgeの OVFファイルには Cisco ACI Virtual Edgeのイメージが含まれています。

『Cisco ACI Virtual Pod Installation Guide』のセクション「Uploading the Cisco ACI vPod OVF
File to the VMwarevCenter Content Library」および「Upload the Cisco ACI Virtual Edge VM
OVF File to the VMware vCenter Content Library」を参照してください。.

6. VMware vCenterで、Cisco ACI vPodの vSpineおよび vLeaf VMを ESXiホストに展開しま
す。

『Cisco ACI Virtual Pod Installation Guide』のセクション「Deploying Cisco ACI vPod VMs on
the ESXi Hosts Using the Cisco ACI vCenter Plug-In」を参照してください。

7. CiscoACIVirtual Edgeをインストールし、必ず vPodモードで有効にして、参加させるCisco
ACI vPodを選択します。

『Cisco ACI Virtual Edge Installation Guide』の章「Cisco ACI Virtual Edge Installation」を参照
してください。

8. Cisco ACI Virtual Edgeのインストール後の設定タスクを実行します。

•アプリケーションプロファイルを展開します。このタスクでは、テナント、アプリ
ケーションプロファイル、エンドポイントグループ（EPG）、フィルタ、および契約
を作成します。VMへのポートグループの割り当ても含まれます。アプリケーション
プロファイルを確認します。手順については、『Cisco APIC基本設定ガイド』を参照
してください。

•分散ファイアウォールを使用する場合は、インストール後に有効にします。『Cisco
ACI Virtual Edge Configuration Guide』の「Distributed Firewall」の章を参照してくださ
い。

Cisco ACI Virtual Podリリース 4.0(2)スタートアップガイド
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